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親水-撥水パターニングに応用するために芳香環の 4 位と 5 位にアルコキシ基またはフッ化アルコ
キシ基を有する 2-ニトロベンジル基を含むシランカップリング剤を合成し、光分解前後の親水-撥







1本鎖よりも 2本鎖のフッ化アルコキシ基を持つほうが高感度な SAM を形成することがわかった。 
 
第 3章 光応答性自己組織化単分子膜を用いた表面制御による銀ナノ粒子インクの選択的塗布 
















第 4章 2-ニトロベンジルカルバマートを含むシランカップリング剤を用いた多機能表面の作製 
本章では 2-ニトロベンジルカルバマートを含む光応答性シランカップリング剤から形成された
SAMを用いた、多機能表面作製のための新たなパターニング方法について述べている。末端に嵩高















第 5章 総括 










し、光応答性 SAMの高感度化に対する多くの知見を示している。第 3章では、第 2章で得られた分
子設計指針に基づいて、光に対して高感度かつ高撥水な SAM の形成が可能な光脱保護によってアミ
ノ基を生じる光応答性シランカップリング剤を合成しており、光応答性シランカップリング剤を用
いた簡便かつ高性能な有機薄膜トランジスタ作製プロセスを提案している。露光前後の撥水性表面
から親水性表面への光スイッチングにより親水領域と撥水領域のパターンを作製し、位置選択的な
導電性インクの塗布に成功している。また、露光後に生じるアミノ基はスクシンイミジル基を持つ
化合物と反応させることで位置選択的に表面改質ができることを蛍光化合物による染色によって
確認しており、有機薄膜トランジスタにおける電荷移動度向上のための結晶配向性制御に応用可能
なことを示している。第 4章では、光応答性シランカップリング剤を利用した新規の多機能表面形
成のためのパターニング技術について論じており、光応答性シランカップリング剤の持つ 2-ニト
ロベンジル基の嵩高さを利用したユニークなパターニング手法を提案している。このパターニング
技術を用いて表面の可逆的な性質変換、末端有機官能基の密度制御、二官能性表面の作製、有機半
導体のパターニングを実証している。以上、本論文で得られた多くの知見は光応答性 SAM の様々な
分野への実用化に大きく貢献することが見込まれ、これまで実現が困難であった高度な表面制御を
要する新たな技術やデバイスの開発が期待できる。よって本論文は博士(理学)の学位論文として十
分価値のあるものと認められる。 
